
校訓行学一如(ぎょうがくいちにょ)

平成2９年度第６号
山形県立庄内
農業高等学校

＜行 事 予 定＞

＜12月＞
20日(水) 球技大会①
21日(木) 球技大会②
22日(金) 終業式 職員会議

成績説明会
進路研修

23日(土)(天皇誕生日) 冬季休業
24日(日)
25日(月) 冬季講習①
26日(火) 冬季講習②
27日(水) 冬季講習③
28日(木)
29日(金)  年末年始休業
30日(土)
31日(日)

＜1月＞
1日(月)
2日(火) 
3日(水)
4日(木) 
5日(金)
6日(土)
7日(日)
8日(月)(成人の日)
9日(火) 始業式 基礎力テスト

10日(水)
11日(木) 
12日(金)   
13日(土)
14日(日)
15日(月) ＳＣ
16日(火)全校一斉新聞を読もうの日

17日(水) 職員会議
18日(木) 生徒総会
19日(金) キャリア教育研修会

H29鶴岡市青少年育成市民会議「育成事業」第７回青少年ステージパフォーマンス

思いやる 笑顔の未来へ
本校生徒会が鶴岡市９高校を代表し高校生対話会の様子を発表

究と本校のうどんを使った発表、米
粉シフォンケーキの研究、伝統的な
槇島ほうき製作研究を発表しました。
結果は次のとおりで、最優秀は獲

得できませんしたが、来年度本校が
事務局をし、鶴岡市で開催予定の東
北連盟大会、再来年の全国大会の運
営に向け、貴重な体験となりました

去る１２月８日、本校が事務局を
している山形県学校農業クラブ連盟
のプロジェクト発表会が、藤島にあ
る地域活動センターと鶴岡市藤島支
庁舎をお借りし実施いたしました。
県内５校の農業高校・農業関連学

科を持つ学校から、農業と地域を
テーマにした様々な研究が発表され
ました。そのレベルの高さは折り紙
付で、まさに“圧巻！”の発表会が
展開されました。
本校からは、水稲の密苗を利用し

た研究や鉄粉コーティングの研究に
加え、加茂水産高校のサンマ節の研

県内農業高校生による高レベルの研究がここ藤島に集結

圧巻！農ク研究発表
12月8日（金） 山形県学校農業クラブ連盟プロジェクト発表会

高校生アートォー
ラム(12/9(土)～
17(日)）の展示部門
に、農業部（フラ
ワーデザイン）、美
術部、書道部、音楽
部が参加しま した。

平成２９年度　山形県学校農業クラブ連盟プロジェクト発表会　審査結果（速報）

分野Ⅰ類　【生産・流通・経営】 鶴岡市藤島庁舎

成績結果 題　　　　　名 学校名 備　考

最優秀 イモ類の苗生産から栽培、加工品開発に関する取り組み 村山産業
東北大会
出場権獲得

優　秀 「湛水鉄粉直播」で良食味を　～研究の深化を目指して～ 庄内農業

優　秀 我らのとりくみ　～お米の希望～ 置賜農業

優　秀 アローカナっていいのかな　鶏希少種の経済性検討 置賜農業

優　秀 小麦で地域に活力を！！　～そばに続け、村山市の特産品～ 村山産業
東北大会
出場権獲得

分野Ⅱ類　【開発・保全・創造】 藤島地区地域活動センター

成績結果 題　　　　　名 学校名 備　考

最優秀 チョウセンアカシジミの保護活動２０１７ 置賜農業
東北大会
出場権獲得

優　秀 里と山の境目　～里（人）山（動物）環境の保全を目指して～ 置賜農業

優　秀 植物共生微生物エンドファイトの単離と農業利用 村山産業
東北大会
出場権獲得

優　秀
高品質ラズベリー産地化プロジェクト～冷凍Ｂ品の新しい価値を生む商品の製作
～

新庄神室産業

分野Ⅲ類　【ヒューマンサービス】 藤島地区地域活動センター

成績結果 題　　　　　名 学校名 備　考

最優秀
ノケジョプロジェクトがめざす６次産業活性化の道　～豆ガールズから地域への発
展、農業系女性の交流プログラム～

置賜農業
東北大会
出場権獲得

優　秀 プリザーブドフラワーの普及を目指して　～地域のために私たちができること～ 村山産業

優　秀 明新館Ｓｍｉｌｅプロジェクト　～連携から広まる交流活動～ 上山明新館
東北大会
出場権獲得

「思いやる心 笑顔の未来へ
（^-^）」と題して、平成２９
年度鶴岡市青少年育成市民会議
「育成事業」第７回青少年ス
テージパフォーマンスが鶴岡南
高校鶴翔会館で行われ、本校生
徒会が鶴岡市９高校を代表して

高校生対話会の様子を発表して
きました。
対話会のテーマは「子の心

親の心～それぞれの親子のかた
ち～」。庄農生徒会で問題提起
をし、各高校の代表生徒達と少
年補導員の方や地域の方々と話
し合った内容を発表しました。
発表では、対話会で感じた

「親と向き合うことの大切や、
家族の大切さ」、親と子が「共
に自分の考えていることを感じ
てほしい」といった互いの感情。
「自分の気持ちや考えを伝える
ことの大切さ」を発表してきま
した。

高校生アートフォーラム

活躍！文化部



１２／１３(水)～１６(土) ３泊４日感動と交流の旅を満喫!!

台湾へ！第２学年修学旅行
修学旅行団（生徒５９名・引率教員６名）元気に研修！

自動体外除細動器で救急救命

使える？ＡＥＤ
人工呼吸を１学年全員が体験

「心臓突然死を救おう・あ
なたの手で愛する人を救えま
すか」を合言葉に、“いざ”
という時に備えて誰もができ
る究明処置について、ＡＥＤ
（自動体外除細動器）の使用
法を交えた講座が１２月７日、
本校を会場に行われ、１年生
が全員が参加しました。
鶴岡市消防署藤島分署の職

員の方々を講師に迎え、生徒
と教師が一
緒になって
人工呼吸や
ＡＥＤの使
使法を学び
ました。

姉妹校「苗栗高級農工」との交流

ありがとう！友よ

プロジェクト学習を中心とした農業高校の探求型学習は

自分の可能性を引き出す！
地域とともに！生徒一人ひとりが主役！～楽しい・優しい・美味しい～

農業高
校の学習
の中心は、
プロジェ
クト学習
と呼ばれ
る問題解

決型の学習です。農業高校では、
以前から実際に地域が抱えてい
る課題を学習テーマにすえ、そ
の解決に向け、生徒自らが計
画・実行し、その結果を検証し
て次につなげるといった学習を
行ってきました。
そして今、日本の教育は、知

識偏重型から探求型へと、大転
換期を迎えています。
一言で言えば、「何を知って

いるか」ではなく、その知識を
生かし
「何がで
きるか」
が重要だ
というこ
とです。

12月13日～１６日、第２学年が
「台湾」への修学旅行に行ってきま
した。本校と姉妹校の協定を結んで
いる「台湾国立苗栗高級農工職業学
校」との交流を含め、台湾文化に触
れる体験など３泊４日の旅でした。
苗栗職業学校では、一人ひとりの

売れるカムボールを作っての熱烈歓
迎！にびっくり。故宮博物院や各種
記念堂！夜市の屋台で台湾グルメを
味わうなど、様々な体験をして、全
員無事、庄内空港に戻ってきました。

これはまさしく、農業高校が
行ってきたプロジェクト学習そ
のものであり、本校の校訓であ
る「行学一如」が示すよう、
「学習と実践の両輪がそろって
こそ、「本当の学力」が育まれ
ることを指しております。
庄内

農業高
校は、
「地域
をテー
マにし
た学習」
と「一人ひとりを大切にした指
導」、そしてなにより農業学習
を通して「生徒一人ひとりの可
能性を引き出すこと」を主眼に
置いた教育を実践してまいりま
す。

農業
高校は
君達を
待って
います！

地域の方々と米粉ケーキ

演劇部
パフォーマンス

剣道地区大会
地域での庄農
うどん交流会

農業クラブ
山形県連事務局

一人ひとりを熱烈歓迎

生徒パフォーマンス

台湾大学訪問

現地メディアが教
頭先生に囲み取材

中正（蒋介石）記念堂

孫文を祭る記念堂
モンゴリアンＢＢＱ

班長会の様子

故宮博物院
故宮を熱心に見学

学科ごとの体験教室
アロマローション作り

ﾌﾟﾘｻﾞｰﾌﾞﾄﾞフラワー体験

忠 烈 祠

士林夜市で夕食集合場所はツリー


